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　　　　　　　　緒　　　　　言

　島根県松江市黒田町では250年前から水稲の裏作とし

てセリが栽培され黒田セリとして松江市の特産物となっ

ているが，このセリに近年原因不明の病害が発生し相当

の被害を与えている。昭和9年簸川郡西田村（現在平田

市）に，昭和11年には八束郡生馬村（現在松江市）に更　一

に昭和12年には八果郡内各地のセリがこの為に致命的損
　　　　　　　　　　　　　　　　※
害をうげ栽培不可能に陥った。又最近秋田県下にも発生

をみており竹伽α〃菌が検出されたと云う。筆者らは

松江市役所の依頼をうげ，昭和33年秋より本病害につい

ての病徴，病原性，形態，生理的性質等に関する試験，

又この病原菌に対する各種殺菌剤の作用をも鹸討したの

で今までに得た緒果を報告する。本実験に始終御援助を

賜わった松江市役所農林課倉石課長，恩田技師，多久和

技師，圃場及び実験材料の提供，薬剤散布に協力を頂い

た三原普及員，岸本正敏氏に深厚の謝意を表する。また

各種殺菌剤を恵送された目本農薬KK，日本特殊農薬K

K，北興化学KK，日本ソーダKK，東亜農薬KK，三

共KK（順不同）に感謝する。

　　　　　　　　病　　　　　徴

　本病は晩秋より冬期に牟げ発生し・茎の梢上部が一見

熱湯を注いだようになり，暗褐色乃至黄褐色を呈し，中

心部は暗灰色となり，くびれて萎凋し，この部分より上

方の頭頂部は垂れ下る。病斑は進展すると葉柄部をも軟

化腐敗させ葉全体を侵害する，この時地際及び根部は比

較的健全であるが，漸次生気を失い変色したり猜死した

りする。被害セリは収量激減し商晶価値がなくなる。

　三月に入ると患部は乾固し濃黒褐色を呈し病勢は停止

し回復に向うものも認めた。圃場に於げる発病株を第イ

図に示す。

※秋田農試．三浦竹治郎氏より横木への弘信

　　　第1図　松江市で目然発病をみた被害セリ

　　　　XB・右　33年度産被害セリ
　　　　　　　中　34　　　〃

　　　　　　　左　　　　　〃

　　　　　病原菌の分離並酬二病原性

　被害株を1，000倍昇禾液で表面殺菌し，ごれより2種

の細菌と5種の糸状菌を分離した。細菌のコロニーは帯

白色を呈すものとクリーム色を呈するものとがあり，こ

のクリーム色系に於ては1若干の螢光を発しているのが認

められ，両菌とも短桿菌であった。又昭和34年度産のセ

リから検出された糸状菌は殆んどすぺて1〕γ棚〃m菌で

あった。

　1．細菌の接種

　肉汁寒天にゴ0日間培養したW，Yの2菌懸濁液を毛筆

にてセリ葉上に塗布接種し22．Cの湿室に48時間置い

た，対照区は蒸溜水を噴霧した。結果は第1表に示す通

りてある。
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第1表 セリより分離した菌類の感受体に対する接種試験
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すようにa，c，d，の3薗には病厨性が認められ，特

にa菌が自然発生の病徴に最も近い発病を示した。細菌

N．B．a：P仰加ω㎜菌

　　　C：B・け〃・菌
　　　d：Mθ・・ヱ｛がα菌

　　W：白色系細菌
　　　Y：クリーム色系細菌

第2表被害セリより分離した糸状菌の病原性
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　2．糸状菌の接種

　馬鈴薯煎汁寒天に1週間培養した5種の分離菌菌糸の

小片をペトリ皿内のセリの茎及び先端部に接種し22gC

の湿室に24時間おいたが第2表に示す様にa，c，d，

の各3薗に有傷接種区において病原性を認めたので更に

ペトリ皿とポットで接種試験を繰り返した。第1表に示

第2図 pγ舳卯菌の有傷接種により発病したセリ

にa菌が自然発生の病徴に最も近い発病を示した。細菌

と糸状菌の混合接種をも試みたが第1表に示すように紬

菌の感受体への病原性は認められないようである。又a

菌の有傷接種により発病したセリを第2図に示す。

　る．土壌接種

　500CC三角フラスコ中の稲藁上に22．Cで3菌を2週間

培養し，1二れを／！5万ワグネノレポットの底につめ，その

上に殺菌土壌を置いてセリを植付げたが，土壌中からの

菌による病徴の発現は認められなかった。

　4．菌核の接種

　馬鈴薯煎汁寒天上に形成した3・仰沁菌，3・Z・・0なε犯｛α

菌の菌核を集めポッ、栽培したセリの基部及び葉柄部に

それぞれ3～4箇の菌核を付け脱脂綿で軽く巻きつけ室

温（18～20oC）で湿度を飽和状態に保った。3脈仰・

菌接種区は脱脂綿上に胞子の形成は認められたが感受体

上には何ら異常は認められなかった。又8・1θア・τε加α菌

接種区でも子のう盤の発生は認められたが，感受体には

異常を認められなかった。

　　　　　　　　　痛原菌の形態

　　本病害に3菌が病原性を有する事を認めたのでご

　　れらの菌の形態観察を試みた。

　　　i）a菌は馬鈴薯煎汁寒天その他各種培地上でよ

　　く発育し，第3図に示すように薗糸は無色でよく分

　　枝し3．0～4．6μの幅を有し蔵卵器は球形，平滑をな

　　し，径21．3×115．5～21．3x97．3μ（平均69．9×

　　58．3μ）で外壁は24．6μの厚さを有し内部に1ケの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　卵胞子を形成する。卵胞子は球形，平滑，ヘモグロ

　　ビン添加酵母澱粉培地で完全に蔵卵器を充している

　　が，たまたま遊離しているものも認めた，経12．2～

　　56．8μ（平均34．4μ）内部は顧粒でみたされる。

※　ヘモグロビソ添加酵母澱粉培地

　組成　1％可溶性澱粉キ0．2％粉宋酵母エキス
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第3図　0．2％ヘモグロビン添加酵

　　母澱粉培地中に形成された

　　Pγ伽ω㎜菌の蔵卵器

　　　　　　×150 第4図 菌核上に形成された3・1・舳5πオα菌の子のう盤

　ii）．c菌は2％庶糖添加馬鈴薯煎汁寒天その他各種合　　20皿皿の長さに達するものもある。子のうはスリコギ状

成培地でよく発育し容易に胞子ならびに菌核を形成し　　無色鈍頭である。犬きさは60．8～103．／x5．5～7．6μ（平

た。培地上の菌叢は灰色，菌核は2×5～4×10mmの　　均82．1×寸3．／μ）で内に8個の子のう胞子を有する。子

大ぎさで始め淡黄色であるが後黒褐乃至変色となる。菌　　　のう胞子は無色単胞長円形で大きさは6．1～9．1×3．0～

糸はよく分枝し無色，幅3．ア～9．1μ，平均3．3μ，分生胞　　4．6μ（平均7．6×3，8μ）である。側糸は無色長円筒形で分

子の大きさは6．／～12．8×3．0～9．1μ（平均9．4x6．／μ）　　岐せず頂端に向って漸次太く単胞である。長さは予のう

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と等長か或いはやや短かい。菌核上に形成された子のう

　m）d菌は2％庶糖添加馬鈴薯煎汁寒天培地その他合　　盤を第4図に示す。

成培地でもよく発育し馬鈴薯煎汁寒天上の菌糸は24～　　　以上2，3の観察の結果，これら各a，c，d，の3
3．7μ，平均3．01μで隔膜を有し叉状に分枝し無色であ　　菌は夫々1）戸加ω㎜，3・仰沁，8・Z帥・¢｛ηゴα，に属するも

る。分生胞子は認められなカニったが菌核を形成した。菌　　　のと考えられた。

核の多くは鼠糞状またはやや臼歯状を呈する。馬鈴薯煎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病原菌の生理的性質
汁寒天では稀に7×20mmに及ぶもの牟あり鎖状に連生

する事もあった。表面は黒色粗糖で光沢はなく内部は淡　　　被害株より険出されたpγ伽ωm菌・万・τ・仰・、菌・

灰色，擬柔組織状を呈する。また培地上で数ケ月後に子　　　8・Zθ棚まがα菌についてその生理的性質を2・3検討し

のう盤の発生を認め，子のう盤は／菌核から，数本発生し　　た・

最初円桂状をなし，のちに小椀状から皿状となる。柄は　　　　1．菌糸の発育と温度

円柱状，下部は紬く色は淡褐色，老成すると黒茶褐色～　　　馬鈴薯煎汁寒天上に3菌を植付後3日目の菌叢直径を

褐色となる。盤は径1．5～7．5mm，柄は1径／m皿，内外　　測定した。

　　　　　　　　　　第3表　　異なった温度並ひにPHに於げる各種病原菌菌糸の発育　　　　（単位mm）

温　　　　　　　　　度
供試菌

1　　　　・H
・1・ 1・■・一1・・一1・・ 30 3．5

・．・1・一・
6．5

・．・1・．・

竹伽α㎜ 0 3／．0 43．5 65．0 90．0 90．0 0 12．3 60．2 68．3 69．7 65．7 67．7

30〃〃・ 0 0 13．5 34．2 71．4 ．72．0 0 46．3 40．3 33．9 33．0 39．5 39．0

80Zθブ0れがα 0 10．8 19．ア ア4．5 90．0 87．2 0 41．3 34．2 3／．5 28．8 21．／ 7．272

　第3表に示すようにPγ舳ω肌菌及び3・Zθ・0れがα菌は

／8～260Cでよく発育し3・け｛菌は18～24℃でよく

発育した。最適温度は20oC前後であった。

　2．菌糸発育と水素イオン濃度

馬鈴薯煎汁寒天をN／10Na0H及びN／10HC1で種々の

p宜に調整し22oCに置ぎ菌叢直径を測定した。第3表に

示すように各菌ともPH3．5以上の水素イオソ濃度でよく

発育し最適pHは1）戸肋・㎜菌で6．5，B・カ・仰・菌で3．5～
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第6表 各種殺菌剤の菌糸発育抑制度

供試殺菌剤

　　菌種■

希釈倍数

シン・フジボノレド｝

ジソク　メー　ト

ノ　ッ　クメート

グリセオフノレビソ

カ　　ラ　　セ　　ソ

　　P．M．F．

オーソナイ　ド
アセチレン水銀　E

ヒ　トマ　イシソ

マンネブダイセンM

ト　リ　ア　ジ　ソ

サ　ソ　キ　ノ　ソ

ウ　ス　プノイ　ソ

クプラピッード
ポ　マ　ゾ　ー　ノレ

対　　　照　　　区

1）仰尻加肌

4，000

25．／

　　0
　　0
16，1

　7．7

100

10．3

100

　　0

　　0
　　0
59，5
24．ア

58．9

　7．1

0

8，000

4．6

　0

　0

13．8

　0

＋

6．9

＋

　0

　0

　0

26．8

　0

10，1

　0

16，000

　0

　0

　0

15．5

　0

54．6

　0

40．8

　0

　0

　0

9．5

　0

　0

　0

32，000

　0

　0

　0

　0

　0
き9．1
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　0
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100
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100
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鎚．6
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47，1
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／00
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／00
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8，000

十
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01　0
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　　　　　　　　　　　N－S　　凡B．　抑制度％＝　　　　x100　　　　　　　　大であった。
　　　　　　　　　　　　N
　　　　　N　殺菌剤が存在しない時の菌糸の発育量　　　ii）殺菌剤浸漬と菌糸発育　R眈F・アセチレン水銀

　　　　　S…殺菌剤が存在する時の菌糸の発育量　　　　E・P・αP・マラカイトグリーン・の各々1・000・2・000

　　　　　＋印は接種源にのみ気中菌糸を認めた。　　　3・000・4・000倍液に22．Cで馬鈴薯煎汁寒天堵地上に1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遇間培養した1）y痂ω㎜菌および8・Z㈹サ洲α菌菌糸小

　薬害は主に葉，葉柄に汚濁斑点又は黄白化の形で現わ　　片を30秒問浸漬し，殺菌水で洗樵後馬鈴薯煎汁寒天斜面

れ，巴眈Fよりアセチレ；ソ水銀E散布区が被害の程度は　　　に植付げ，2目～4目後にその菌糸の発育を調査した。

　　　　　　　　　　　　　第8表　殺菌剤浸漬と菌糸発育程度

檀付後 アセチレン水銀E P．M．F マラカイトグリ＿ソ P．C．P

目数
希釈倍数

pク洲ω㎜ 80Z釘0れ〃5α 1）ク棚αm 3CZθr0れ加α 1）γ肋加肌 80Z〃0れπεα p戸加ω肌 30Zθr0¢5加α

1，000 一 ｝ 一 一 一 一 ■ 一

2，000 一 ■ 一 一 一 一 一 一2
3，000 十ト

■ 十 一 一 一 ・ ■

4，000 冊 一 十 一 ‘ 十 一 一

1，000 一 ， 一 一
一　　　　■

i ， 一

4
2，000 ± 十 十 ± ■ ± ■ ’

3，000 冊 十 冊 ’ 一 冊 ’ ■

4，000 冊 十． 冊 一 一 … 一 一

　第8表に示すように1〕γ痂ω〃菌に対してはマラカイ

トグリーン及びP．C．Pが最も効果があり他の薬剤では各

々1，000倍では発育は阻止されたが，それ以下の低濃度

では効果は認められなかった。3・Zθ・・玄｛がα菌にはP．M．

F，及びP．αP，が最もよく，ブセチレン水銀Eの2，000

倍以下マラカイトグリーン4，000倍区に於ては8目目で

菌核の形成が認められた。

　m）薬剤散布後の病原菌接種，ポヅトに植付げたセリ

にP・眈F，アセォレソ水銀E，アクチジオン（ベト），マ

ラカイトグリーソ，の各々1，000，2，000，3，000，4，000

倍液を2連球で噴霧散布し室温で薬液の乾燥後，馬鈴薯

煎汁寒天に22oC1週問培養した・P戸加・肌菌，3・Z帥g・

τ乞πオα菌菌糸の小片を1株当り数ケ所有傷接種し，20て

恒温接種箱にいれ48時間後に調査した。
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第9表 薬剤散布による病徴発現程度 （ポット）

P．M．F アセチレソ水銀E アクチジオソ マラカイトグリーンー
希釈倍数

印加刈 80Zθr0オ加；α ・小・卜㎞加加 印肋肌1 30Zθア0バがα ・ゆ肌卜㎞㎜
1，000 十 冊 冊 冊 糾 ± ｝ 一

2，000 什 冊 冊 冊 什 一 一 ｝

3，000 糾 十H一

糾　1 冊 糾 一 十 ±

4，000
十トト

糾 冊 冊 糾 i
± 十、

　第9表に示すようにマラカイトグリーンが一Pγ舳㈹，

8・Zθ・0れπ1α、両菌に卓効を示した。アクチジオンも8・Z・・

・・5｛π1α菌に対して有効であり，薗糸発育抑制度の最も

高かったP．M．F，アセチレン水銀Eは全くその効果は認

められなかった。

　1V）　圃場試験　松江市黒田町のセリ畑に試験圃場を

設げ薬剤散布を試みた。即ちおおむね正常に発育してい

るとみられた場所に1区3．3㎡としP．M．Fの3，000倍区，

4，000倍区，アセチレソ水銀Eの3，000倍区，4，000倍区，

3共ボノレドー300倍区，アクチジオン（ベト）3，000倍

区，対照区のア区を設げ，10日置ぎに3回に亘り薬剤散

布し，最後の散布日より／0目経過後抜取り，その罹病率

を求めた。抜取りは1区当り20c刎，幅の対角線上に20c刎

問隔に10x20c刎の範囲の全株を8ケ所抜取り調査に供し

たが，P．二M．F，アセチレソ水銀E，の各3，000倍区を除

■き，対照区に比らぺ何れも高い罹病率を示し，特にアセ

チレソ水銀E4，000倍区では3ア％の罹病率を示した。こ

のように圃場での予傭試験に関する限り薬剤散布の効果

を確認する事は出未なかった。

　　　　　　　　考　　　　　察

　昭和13年度島根農試業務報告によると「　被害組織

に紬菌及び糸状菌を認め糸状菌は寄生力あり・一」と述

べているが，筆者らは被害株の患部より1）γ玄肋㎜菌，

B・1ア仰S菌，および8・Z帥0伽乙α菌を分離検出する事が

出来，接種実験の結果3菌何れも有傷接種に於ては病原

性が認められたが，特にPy伽胴菌については他の2菌

に比較して昭和34年度の分離試験においても高度の発現

率を認め，接種試験でも極めて類似した病徴を呈する事

から本病発生とはかなり高い相関関係があるものと考え

られる。これら3菌々糸の発育は20．C前後が最も発育

良好であり，100％の関係湿度でのみ発病し，更に30¢・一

γ1・分生胞子の発芽が20◎Cが最もよく，関係湿度84％

以下では発芽のみられない事などは自然状態に於げる発

病時期或いは裁培環境条件とよく似ており，この3菌が

本病害発生と無関係とは考えられない。硫黄系殺菌剤或

いは一抗細爵性抗性物質はこれらの菌に対し余り菌糸発育

抑制は示さなかったのが巴眈F，アセチレソ水銀E，等

の有機水銀系殺菌剤は顕著な効果を示したので圃場に生

育中のセリに両者を散布し本病発生状態を調査したが期

待した結果は得られなかった。圃場におげる薬剤散布試

験は当初の圃場設計には不傭な点，或いは圃場のセリの

生育状況等からして薬剤の効果よりむしろ土壌肥料関係

の影響が大きく発病を左右したものであろう。室内での

薬液浸漬等の実験で明らかなように菌糸発育抑制に効果

のあったP．M．F，アセチレソ水銀E，等より普通色素と

して使用されているマラカイトグリーソ，或いは一除草剤

として使用されているRαP，等が本病防除に若千可能

性があるように思われるが，更に今後慎重に試験を繰返

して行かねぱならないであろう。

　　　　　　　　摘．　　　　要

　1．松江市黒田町のセリ畑に発生した病害の被害株よ

一り細菌と糸状菌を分離し，有傷のセリに対し3種類の糸

状菌が病原性を示した。これら5種類の糸状菌は形態観

察の結果pγ棚αm，3・ヵ・仰・，8・Zθ・・伽｛αに属するも

のと考えられた。また翌年度の被害セリより検出した糸

状薗はすぺて1）γ棚α㎜菌であった。

　2．P〃加α肌，30〃〃ε3，30Zθr0れπεαの3菌につい

て生理的性質を検討した。pγ洲ω肌菌はセリ煎汁寒天，

Cz蛆EK氏合成培地でよく発育し至適準度及び水素イオ

ソ濃度は20oC附近pH6．5であった。又ヘモグロビン添

加酵母澱粉培地によってのみ蔵卵器ならびに卵胞子の形

成を認めた。B・炉仰・菌菌糸も20oC前後PH45馬鈴

薯寒天が最もよく発育し，分生胞子は20．Cでよく発芽

するが，関係湿度84％以下では発芽しなかった。8・Z・一

・・¢5π2α菌々糸も肉汁寒天でよく発育し，至適温度及び

水素イオソ濃度は20．C　PH45附近であり，馬鈴薯寒天

上で容易に子のう盤を形成した。

　3．上記3菌の菌糸に対する各種殺菌剤の発育抑制度

を検討した結果いずれにもp．M．F，アセチレン水銀E，

等の有機水銀剤がよく，ナンキノン，ソンフジボノレド

ウ・グリセオフノレビソらがごれに次ぎ硫黄系殺菌剤・細

菌性抗性物質は効果がなかった。

　4．圃場試験の予備試験として薬害の有無，薬剤散布

後の有傷接種，薬液浸漬と菌糸発育について調査した。
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P．M．F，アセチレン水銀E，いずれも2，000倍以上では

明確に薬害が認められた。菌叢を30秒問薬液浸漬すると

一Pγ伽砂肌菌にはマラカイトグリーン，及びP．αPで

3・Z…伽εα菌にはR此F及びP：C．Pでその発育は抑制

された。薬剤散布後の有傷接種ではマラカイトグリーソ

が卓効を示した。又セリ栽培地でP．M．F及びアセチレソ

水銀E，の散布を試みたが，期待した繕果は得られなか

った。
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S胆㎜㎜ary

　（1）From　d－1aseased．Japanese　pars1ey　（oe一

πα耐加∫αoαπ乙oα（BLUME）D　C）cu1tured－on

padd－y　f1e1d－at　Kurod－a1n　Matsue　c1ty，some

bacter1a　ana　fun91were1soIated　　T：hree　of

tlhese　fu皿9i，　（1）γτんεωπ｝　sp．　8cZθro〃πfα　sp．）

were　pathogen1c　to　the　suscept　wounded－arti・

f1c1a11y．

　（2）　Phys1o1ogica1characters　on　these　fun91

were　inマestigate↓1）戸加ω肌sp－9rows　we11on

Japanese　pars1ey　d－ecodlt1on，CzAPEK　synt1he－

t1c　二ned1uIn　　　Its　opt1正num　ternperature　and．

hyaroge＝n－10n　concentrat1on　seemd．to　be　at

20oC，PH65，respect岬e1y．

　The　format1on　of　oogonium　and　oospore　was

recogmzed．on　the　med－1a　add－1ng　haemog1obm

The　opt1mum　myce11a1growth　of3o打〃乙8s皿

was　obtamed．at　around20oC　pH45respect1一

マe1y　Con1dユa19ermmat1on　of　Bo卯γれ8sp　was

fa1r1y　good．at20oC　but　no　germmat1on　was

occured　1n　re1at1∀e　hum－id1ty　1ess　than84％

　（3）Myce11a19rowth　of　these　fung1was

checked　on　the　me且1a　conta1mng　orgamc　mer－

cury　compomd．s　such　as　PM　F　and．触ercury

acety11de　E．The　effect　of　copper　compound－s

such　as　Sankmon，Sh1n－fu］1Bord．eaux，and－Gn－

seofu1vm，fo11owed．them　but　su1phur　comp－

ound－s　and．bacter1a1ant1’b1ot1cs　were　not　ef－

fectiマe　agamst　them

　（4）P．M．F．and　mercury　actiy1ide　E　showed

their　to夏1c1nJury　to　the　suscept　by　spray1ng

at　the　concentrat1on　of2000d11ut1on　or　above

P仰加ω肌sp．and．8cZθ70な乙πzαsμwere　checked－

1ts　growth　after1mmers1ng　the　myce11mユm

the　so1ut1on　of　malach1te－green　and．RMF　for

30　seconds　　　Inocu1at1on　of　the　pathogens　to

the　suscept　w1th　wound－after　spray1ng　ma1a－

c111te－9reen　so1ut1on　checked　the　apPearance　of

a1sease　symptom　remarkab1y　T1he　spraymg　of

PMFand㎜ercuryacety11aeEonJapanese
pers1ey　cu1tured．on　pad．dy　f1e岨was　not　effe－

ct1ve　w1tlhm　the　scope　of　the　wr1ters，ex－

penments


